
2005年

清瀬杯第37回全日本大学選抜準硬式野球大会



2005年

清瀬杯第37回全日本大学選抜準硬式野球大会



2005年

清瀬杯優勝おめでとう！

清瀬杯第37回全日本大学選抜準硬式野球大会



2005年

春季リーグ戦



2005年

秋季リーグ戦



2005年

思い出



2005年

思い出



2005年

思い出

甲南大学準硬式野球部創部70周年を迎えました事に心よりお喜び申し上げます。
そして今、この歴史を繋いでいる現役選手の皆さん、監督、コーチ、OB・OG、大学関係

者の皆様、この部に関わる全ての方々に心より感謝いたします。
準硬式野球部で過ごした4年間は私にとって忘れる事のできない大切な時間でした。
今、コロナにより活動が制限され大好きな野球を思うようにできず悔しい思いをしている

現役選手には、どうか一日でも早く当たり前に野球ができる日常が戻ってくる事を心より
願っております。
私たちの学年は4回生最後の夏、清瀬杯（全国大会）で優勝を経験することができた幸運

な学年です。吉竹（副主将・体育会本部委員長）、西田（主務・サード・新人王）、村上
（学連・4番・一塁兼投手）、吉本（外野手・代走・留学経験）、用松（ﾏﾈｰｼﾞｬｰ・留学経
験）、山下（主将・捕手）の6名、このような経験をさせていただいた事に感謝しておりま
す。
先輩方との野球を通じて「野球を楽しむこと」「やらされるのではなく、自分たちでやる

事の必要性」「仲間を思い助け合うこと」の大切さを学び、一日でも長くこの部でこの仲間
と野球を続けたいと思い、そして笑って終えられるよう日本一を目指し最後の一年取り組み
ました。全日で優勝することを目標にしていましたが、ブロック戦で近畿大学に敗戦し全日
出場が無くなったとき終わった引退だと思いました。この時は悔しくて泣きました。練習で
偉そうに「全日優勝する」と言って、地味で厳しい練習（ケースノックや走塁練習ばかり）
を繰り返していた私のメニューは後輩に嫌われていたと思います。清瀬杯出場は決まりまし
たが自分は続けて良いのか悩みました。後輩の経験の為に、目標が達成できなかった自分が
残っては駄目なんじゃないかと思い、試合後4回生で話し合い辞めるか続けるか相談しまし
た。話している時、ここでまだ終わりたくない、野球を続けたいという諦めの悪い自分が皆
を困らせたことを覚えています。いずれにしても私以外の5名は日頃から後輩に慕われ尊敬
されている存在だったので、気にせず清瀬杯を目指せるはずだったのですが、私のかってな
「けじめ」として後輩に条件付きで続けさせて欲しいことを伝えました。その条件は、清瀬
杯までの期間、私たちがサボっていたり、気が抜けているように見えたら『引退します、厳
しい目で見てください。』というものでした。
近大戦の敗戦から清瀬杯の決勝の日まで、どうしたら負けない野球ができるのか、ここに

いる仲間ともっと野球を続けるには、この時間を奪われず失われず、やり続けるためにはど
うしたら良いか繰り返し考えました。これまでの野球人生、何度も悔しい敗戦を経験してい
たので、失敗の経験は豊富でした。その為やるべきことは明確であり、失敗してきた事を一
つ一つ潰していく事が結果的に僅差での勝利に繋がったのだと思います。
諦めなければギリギリの勝負では負けない。この１球を踏ん張り我慢すればチャンスはあ

ると信じた結果や思いが、チーム全員の勝利に繋がり、得られた喜びだったと思います。
受け入れ支えてくれた後輩、指導してくださった監督・コーチ、いつも応援してくださっ

ていたOB・OGの方々には今でも感謝しかありません。
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